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N R I  N E W S

成27年版情報通信白書」によると、
「典型的には個人が保有する遊休
資産（スキルのような無形のもの
も含む）の貸出しを仲介するサー
ビス」であり、「貸主は遊休資産
の活用による収入、借主は所有す
ることなく利用ができるというメ
リットがある」とされている。所
有者と利用者の双方が利益を得ら
れることを目的に、モノやサービ
スを共同で利用する仕組みである。

ITのシェアリングエコノミー
ITの分野でもシェアリングエ

コノミーは進展してきているが、
それは最近になって始まったもの
ではない。ITサービスでは、イ

シェアリングエコノミーの
進展

個人が所有する住宅や部屋を宿
泊施設として登録し、第三者に貸
し出すインターネット上の仲介サ
ービスが、今や日本も含めて世界
的に拡大している。その先駆けは、
2008年に米国でサービスを始めた
Airbnb（エアビーアンドビー）
という会社で、同社によると現在
では通算ゲスト数が6000万人を超
え、190を超える国の 3 万4000以
上の都市に進出しているという。

このサービスはシェアリングエ
コノミーの代表的な事例といわれ
るが、シェアリングエコノミーと
はそもそも何なのか。総務省の「平

ンターネットを通じてアプリケー
ションを利用する共同利用型のサ
ービスが以前から存在した。クラ
ウドサービス（以下、クラウド）
はこの仕組みをさらに普及させた
ものということができる。クラウ
ドを活用したシステム構築は、ま
さにITのシェアリングエコノミ
ーの典型である。

筆者は、メインフレーム（大型
汎用コンピュータ）からオープン
システム（さまざまなメーカーの
ソフトウエアやハードウエアを組
み合わせたシステムで、システム
を機能別に分散化・小型化するダ
ウンサイジングを伴う）への転換
が始まった1990年代の初めからシ
ステム開発に携わってきた。その
経験を踏まえて、これまでのシス
テム開発のあり方がどのように共
有へと向かってきたのかを振り返
り、ITのシェアリングエコノミ
ーにどう取り組むべきかを考えて
みたい。

1990年代初めのオープンシステ
ムは、特定の領域の特定の業務を
対象とした比較的規模の小さいも
のであった。しかし、ダウンサイ
ジングの流れが強まると、基幹系
システムも徐々にオープンシステ
ムへと移行するようになり、さま
ざまな領域のさまざまな業務シス

所有せずに共同で利用するというシェアリングエコノ
ミーが各分野で進展している。ITの分野では、以前から
共同利用型システムなどの形で「共有」が行われてきたが、
最近ではクラウドサービスやAPIの活用がその流れを後押
ししている。
APIには、開発スピードを上げるという直接的な効用も
あるが、その利用が拡大した先には、ユーザー企業とサー
ビスベンダーの垣根を越えたAPI需給市場が形成される。
APIエコノミーの進展により、システムはグローバル規模
で連携することになり、その開発に携わるアプリケーショ
ンエンジニアには、システムを大きな塊で捉えるための「抽
象化力」が求められることになる。

辻東正和
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クラウドとAPIによる「共有」の進展
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テムが連係されるようになってい
った。

その結果、業界によっては、シ
ステムが社会インフラとしての機
能を果たすといえるほどになって
きた。たとえば、国債決済システ
ムにおいては、日本銀行、日本証
券クリアリング機構、国債取引を
行う銀行や証券会社がシステムを
連係させながら、業界全体で国債
の決済という業務を行っている。

こうして、システムが扱う対象
の範囲は非常に広くなり、開発す
べきシステムの規模（サブシステ
ムの数、個々のサブシステムのプ
ログラム規模、連係させるシステ
ムの数など）が拡大するとともに、
システム全体の複雑化が進んだ。
そうなると、全体の整合性を保ち
ながらシステムを開発することが
非常に難しくなる。また、世の中
全体でビジネスのスピードが速く
なっているため、おのずとシステ
ム開発にもスピードが求められる
ようになっている。

このような状況では、企業が必
要とするシステムをすべて独自に
開発することは非常に難しい。第
三者が提供するクラウドを活用し
てシステムを構成することは当然
の帰結といえるだろう。

クラウドにはプライベートクラ

ウド（企業内にクラウド環境を構
築して部門やグループ会社にサー
ビスを提供）、IaaS（Infrastructure 
as a Service：サーバーやネット
ワークなどのインフラを提供）、
PaaS（Platform as a Service：ア
プリケーションが動作するハード
ウエアやOSなどのプラットフォ
ームを提供）、SaaS（Software as 
a Service：アプリケーションを
提供）がある。これらをニーズに
合わせて利用できることも、クラ
ウドが広く利用される理由の一つ
である。また、クラウド上で、以
下で解説するAPIを活用すること

もできる（図 1 ）。

注目されるAPIエコノミー
最近よく聞かれるようになった

「APIエコノミー」は、クラウド
と同様にITのシェアリングエコ
ノミーを考える上で重要なポイン
トである。

API（Application Program-
ming Interface）は、アプリケー
ションの機能を他のアプリケーシ
ョンから呼び出して利用するため
の手順を定めたものである。クラ
ウ ド の 中 で は、APIはPaaSと
SaaSの中間に位置付けられると

図1　クラウドとAPIが後押しするITのシェアリングエコノミー
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筆者は考えている。すなわち、完
成されたアプリケーションプログ
ラムを提供するのがSaaSだとす
れば、SaaSであれば提供された
であろうアプリケーションを利用
者が自ら開発するための仕組みが
APIだといえるだろう。すなわち、
APIはIT業界の懸案であったアプ
リケーションの再利用（共有）を
実現するための手段なのである。

最近、自社で開発したサービス
のAPIを公開する事例が増えてい
るのは、他社がそのAPIを活用し
てくれれば顧客の拡大が期待でき
るからである。APIの公開自体は
以前からあったが、このところ注
目を浴びているFinTech（「金融」
と「技術」を合わせた造語。スマ
ートフォンを使った斬新な金融関
連サービスなどを指す）でよく行
われていることから、あらためて
APIが重視され、「APIエコノミ
ー」という言葉も盛んに聞かれる
ようになったと考えられる。

APIの効用
実は2000年代にも、ソフトウエ

アのコンポーネント化を進めてソ
フトウエア資産を再利用しようと
いう風潮が強まったことがある。
この考え方を表すSOA（Service 
Oriented Architecture： サ ー ビ

ス指向アーキテクチャー。システ
ムを「サービス」の集まりとして
構築する手法）という言葉が盛ん
に聞かれたが、結局、SOAは概
念としては理解されたものの、大
きく普及することはなかった。し
かし、クラウドが普及し、APIエ
コノミーという考え方が出てきた
ことで、SOAの本質であるソフ
トウエアのサービス化と再利用が
進むと考えられる。以下で、API
活用の効用に焦点を当てて、筆者
が経験した事例を紹介しよう。

かつて筆者が証券会社向けのト
レーディングパッケージシステム
の開発に携わっていた時、早期に
トレーディング業務を開始したい
という顧客からの引き合いがあっ
た。しかしその顧客は、必要な機
能がないことを理由に採用に踏み
切れないでいた。われわれは機能
拡張もできたが、顧客が早く稼働
させることを重視していたため、
APIを活用する方法を提案した。
われわれがAPIを提供し、それを
利用して顧客側でトレーディング
画面を開発してはどうかという提
案である。

トレーディングシステムは操作
性が重視され、トレーダーの感性
に合わせた操作画面が求められる
ため、APIの提供は開発の当初か

ら前提とされていたこともこの提
案の背景にあった。結局、顧客側
のシステム部門にトレーディング
業務のノウハウを持つ技術者がい
たこともあり、トレーディング画
面をわずか 1 カ月足らずで開発
し、トレーディング業務も予定通
りに開始することができた。画面
開発のノウハウを持つ顧客と、ト
レーディングプラットフォームを
持つ野村総合研究所（NRI）のコ
ラボレーションが実を結んだので
ある。このように、APIを活用す
れば、開発スピードを向上させら
れるとともに、技術移転なしにシ
ステムを開発することも可能にす
る。

APIはPaaSとSaaSの 中 間 に 位
置付けられると述べたが、クラウ
ドと大きく異なるのは、特定のプ
ラットフォームに縛られずに済む
という点である。たとえば、日本
のFinTechの事例である口座管理
サービスを提供する企業と、それ
を利用する銀行との関係を考えて
みよう。APIを提供するのは銀行
であり、そこにクラウド事業者は
介在しない。口座管理サービスを
提供する企業は、銀行が提供する
APIを直接利用して、その銀行の
口座情報を取得し、それを加工し
た情報をエンドユーザー（銀行の
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を活用する能力が求められる。中
でも最も重要な要素が「抽象化力」
であると筆者は考える。

APIエコノミーは、複数の企業
や業界全体、場合によっては業界
をまたがるシステムの連係によっ
て成り立つものである。IoT（In-
ternet of Things：さまざまな機
器やセンサーがインターネットに
つながった状態またはその仕組
み）やブロックチェーン（すべて
の取引の監査証跡管理を第三者機
関の介在なしに可能にする技術）
では、まさにグローバル規模のシ
ステム連係が行われている。従っ
て、システムをより広い視野で捉
え、システムが全体として矛盾な
く稼働することを考慮しなければ
ならない。

このような状況では、 1 つの画
面上の操作、 1 つの処理の動作と
いうように微視的な視点ではな
く、業務単位の大きな塊でシステ
ムを捉える能力が必要になってく
る。この場合、最初から大きな塊
で捉えることは難しく、多くの細

顧客）に提供する。これは、ネッ
トワークでつながっている環境で
あれば、どこからでも第三者が提
供するリソース（アプリケーショ
ンプログラム）を利用できること
を意味している。

以上のことを踏まえると、API
エコノミーが発展していった先
に、ユーザー企業であるかサービ
スベンダーであるかによらず、時
にはアプリケーションを提供する
側に、時にはアプリケーションを
利用する側になり、相互に需給し
合うような市場が形成されること
が期待される。

アプリケーションエンジニア
の役割

前述のように、ITのシェアリ
ングエコノミーにとってAPIは鍵
となる技術として期待される。今
後、APIの活用を進めていくため
に何をすべきだろうか。

APIはアプリケーション開発の
一つのアプローチなので、まずア
プリケーションエンジニアにAPI

かな事象から本質的なものを導き
出す力、すなわち「抽象化力」が
必要である。さらに、括り出され
た塊の関係（モデル）を描く作業
を経た後、個々の事象がそのモデ
ルで正しく動作するかという検証
を繰り返し、モデルを洗練させて
いく。

今後、情報システムが扱うデー
タの量はますます増大し、システ
ム化の対象範囲も拡大していくで
あろう。加えて、ビジネスのスピ
ードはさらに加速していく。アプ
リケーションエンジニアには、情
報を集約する「抽象化力」を高め
るとともに、APIの活用などによ
ってシステム開発の効率化を図る
ことがますます求められるであろ
う。

『ITソリューションフロンティア』
2016年 7 月号から転載
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